
            

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月、８月は猛暑。こんなに暑い日が続くとは、今までに経験したことのないような暑さ

でした。県外では、40 度超えの酷暑日もあったと聞きます。ニュースで言っていたように

命に関わる暑さで、はじめて地球温暖化の危機感を感じました。 

さて、9 月。気のせいでしょうか、時折、さぁ～っと吹く気持ち良い風を体に感じること

があります。暑い、暑いと言っている中でも、季節はしっかり秋に向かっています。 

さぁ、子どもたちも二学期、新しい風を感じながら、元気良く、呉竹地域総合センターに

来てくれることでしょう。 

９ 月 の 行 事 予 定 

日 月 火 水 木 金 土 

  1 
デイサービス 

囲碁 

学習支援教室 

2 

 

3 
学習支援教室 

4 
囲碁 

5 
 

6 7 
コグニサイズ 

8 

囲碁 

学習支援教室
コーラス 

9 10 

学習支援教室 

11 

囲碁 

12 

子育て広場 

13 14 
コグニサイズ 

15  
デイサービス 

囲碁 

学習支援教室 

16 17 
さわやか会 

学習支援教室 

18 
囲碁 

19 

 

20 
 

 

21 
敬老の日 

22 
国民の休日 

23 
秋分の日 

24 
学習支援教室 

25 
囲碁 

 

26 

子育て広場 

 

27 

 

28 
コグニサイズ 

29 

囲碁 

学習支援教室 

コーラス 

30    

 

？
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９月は同和問題啓発強調月間です
 

----- 「小さな人権」 ----- 

今からちょうど６０年前、妻の実家での記憶。そしていまだにその時の祖母の顔を忘れな

いという。女房の実家は商売をしていて、正月になると近くの観音様の境内にたくさんの露

店が出るので、女房のおばあさんは、商売繁盛のダルマを買いに行っていた。 

この年の正月も同じようにダルマを買いに行ったが、その前に手拭きタオルが欲しくなり、

露店でいろいろ見てはさわり、さわっては置いていた。 

店主がその様子を見て、「おばあさん、そんなにいくつもさわってはダメ」と言った。しか

しおばあさんは、そんなことなど気にもせず、さわっていたタオルをドンドン積み上げて行

った。そして最後に、「これ全部ちょうだい」と言ったら、店主はびっくりしたという。 

正月の準備であわただしい中、身なりもよれよれの普段着で出掛け、とてもじゃないけど

全部買うようには見えなかったのだろう。 

店主の前で、持っていた巾着袋の中から、ワニ革のバッグをパンと出した。そのバッグの

中身を見た店主は驚き、おばあさんから奥さんに変わったという。それこそ手のひら返し。 

おばあさんは、「世の中は人を見かけで判断し、見下したりする」。家に帰り、そのことを

みんなに話すと、「おばあちゃん、その恰好じゃ怪しい人だよ。よれよれの着物に、つっかけ

サンダル履き、でっかい巾着袋下げて、誰が見てもおかしな人や」と笑ったという。 

おばあさんは店主に軽くあしらわれ、気持ちは悶々としていたのだろう。肝心のダルマを

買うのを忘れて帰ってきた。 

今の時代でも、まだまだこういうことはあるように思う。おばあさんは人を見た目で判断

したらダメだと諭した。お互いが相手のことを大切に思う気持ちで、人権を守る。普通にそ

んな世の中が来ることを願っている。 

最後に思う。人が人を傷つけ、心も体も追い込んでしまう。人が生きてゆく限り、この世

からなかなか消えることのない問題です。しかし、人が起こす問題なら、人は改めることが

出来るはず。少なくとも、自分は相手を敬う気持ちを持ち続けたいと思います。 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

 

ルッキズム「look(見た目）)＋「-ism(主義)」、見た目や外見で判断してはいけない。 

小さい時から、子どもたちに教えて行きたいものです。
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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